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きらめき　ひろがる　有田川

今月の主な内容
Ｐ２～５	 まちのわだい
Ｐ５	 マイナンバー制度スタート！

Ｐ 14～ 19　お知らせ
　・高齢者インフルエンザ予防接種　・各種福祉手当、制度
　・保育所への入所を希望される皆さまへ

今月の表紙
有田川町の未来と夢
（P2.3　有田川町制施行10周年記念式典）



記
念
式
典
に
は
来
賓
を
は
じ
め
町
民
約
２
０
０

人
が
出
席
、
第
一
部
で
は
、
中
山
町
長
が
「
暮
ら
し

て
楽
し
い
ま
ち
は
、
み
ん
な
が
住
み
た
い
ま
ち
に
な

る
」「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
の
手
で
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、「
町
民
と
協
働
し
な
が
ら
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
」
と
式
辞
を
、
ま
た
中
山
町
議
会
議
長
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
後
、
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
仁
坂
県
知

事
、
前
芝
県
議
会
議
長
、
二
階
衆
議
院
議
員
、
鶴

保
参
議
院
議
員
な
ど
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
近
隣
市
町
の
町
長
・
議
長

お
よ
び
地
元
選
出
県
議
会
議
員
な
ら
び
に
友
好
都

市
で
あ
る
大
阪
府
高
石
市
長
・
議
長
な
ど
多
数
の

方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
式
典
に
花
を
添
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
町
政
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
方
々
に
表
彰
状
な
ら
び
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
有
田
川
町
の
さ
ら
な
る
発
展

を
願
い
、
林
町
議
会
副
議
長
ご
発
声
の
元
、
式
典
参

加
者
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
龍
谷
大
学
政
策
学
部
深
尾
昌

峰
准
教
授
に
よ
る
『
人
口
減
少
時
代
を
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
る
地
域
づ
く
り
へ
』
を
演
題
と
し
た
記
念

講
演
と
、深
尾
先
生
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
、

有
田
川
町
民
5
人
と
町
長
に
よ
る
討
論
会
『
有
田

川
町
の
未
来
と
夢
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

住
民
が
主
体
と
な
る

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
な
町

深
尾
先
生
は
講
演
の
中
で
「
小
さ
い
町
で
し

か
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
う
い

う
も
の
を
自
分
た
ち
で
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
み
な

が
ら
生
み
出
し
て
い
く
と
、
人
口
減
少
時
代
と
い

う
も
の
は
、
越
え
て
い
け
る
。」「（
小
さ
い
町
ほ

ど
、）
小
回
り
が
き
い
て
、
自
分
た
ち
が
主
と
し

有
田
川
町
は
平
成
18
年
に
旧
吉
備
町
・
旧
金
屋
町
・
旧
清
水
町
の
合
併
に
よ
っ
て
誕

生
し
、平
成
28
年
1
月
1
日
に
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
れ
を
記
念
し
て
、8
月
30
日（
日
）、

金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
で
有
田
川
町
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

有
田
川
町
の
未
来
と
夢

特
集
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て
や
っ
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に

見
え
て
い
き
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
っ
て
ハ
ッ
ピ
ー
で

す
よ
。」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

今
、
日
本
で
は
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
若
年

女
性
の
人
口
減
少
が
著
し
い
と
予
想
さ
れ
て
い
る

市
区
町
村
の
、自
治
体
消
滅
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
有
田
川
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
２
０
１
０
年
か
ら
30
年
間
で
の
20
歳
～
39
歳

の
女
性
人
口
の
予
想
減
少
率
は
52
．
4
％
に
な
る

と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
避
け
ら
れ
な
い
人
口
減

少
に
対
し
て
、
多
方
面
か
ら
手
を
打
つ
必
要
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
は
行
政
と
町
民
の
皆
さ
ま
と
が
力

を
合
わ
せ
た
総
力
戦
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

有
田
川
町
の
未
来
と
夢

討
論
会
『
有
田
川
町
の
未
来
と
夢
』
で
は
、

有
田
川
町
の
良
さ
・
こ
れ
か
ら
の
改
善
点
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
中
で
は
、

「
町
民
と
し
て
町
づ
く
り
に
参
加
す
る
か
ら
こ
そ
、

こ
の
町
に
誇
り
を
持
て
る
の
で
は
」「
有
田
川
町

に
〝
原
石
（
い
い
と
こ
ろ
）〟
は
た
く
さ
ん
あ
る

か
ら
、
そ
れ
の
〝
磨
き
方
〟
が
大
切
に
な
っ
て
く

る
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

討
論
会
の
最
後
に
は
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に「
有
田
川
町
を
こ
う
い
う
町
に
し
た
い
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
自
由
に
書
い
て
、
掲
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
（
＝
上
写
真
）。
そ
の
中
に
は
、「
地

元
の
人
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
る
町
」「
地
産
地
消

の
町
」「
若
い
人
た
ち
が
住
み
た
く
な
る
町
」な
ど
、

有
田
川
町
の
良
さ
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
を
行
お

う
と
す
る
皆
さ
ま
の
前
向
き
な
考
え
が
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。

【自治功労者】
上　田　紀久男
木　村　佳　明
田　中　良　知
津　本　　　薫
中　覀　正　門
前　㔟　利　夫
三　木　眞　澄

【教育文化功労者】
上　山　一　夫
鍛　地　秀　和
風　呂　宗　男
松　本　淳　史

【社会福祉功労者】
菊　地　芳　子
北　畑　繁　實

【保健衛生功労者】
揚　戸　マチ子
出　水　サトエ
西　岡　　　平
温　井　美智子
前　田　佳　英
森　田　みどり

【交通安全功労者】
岡　本　康　平
福　本　久　司
森　　　文　彦

【感謝状贈呈者】
東　　　英　代
大　畑　俊　夫
加　納　秀　夫
木　村　浩　明
熊ノ郷　　　健
斯　波　道　夫
庄　田　拓　裕
高　垣　俊　和
竹　本　　　寛
玉　置　愽　行
津　本　良　一
峠　原　忠　夫
中　尾　忠二郎
中　西　久光江
松　田　禎　夫
三　輪　義　郎
森　下　憲　一
保　田　規　好
𠮷　川　博　勝

表　彰　者　一　覧
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ま ち の わ だ い

地元若手有志「紀清の集い」主催で、9 月 6 日（日）、
今年で 9 回目となるキャンドルライトイルミネーショ
ンが行われました。

約 1,700 本もの手作り竹灯籠にロウソクを灯し、
名勝「あらぎ島」の幻想的な風景に、足元の悪い中大
勢の方が来場されました。

今年で 6 回目となる Bon de ALEC。8 月 13 日（木）
に行われました。今回もたくさんの方に遊びに来てい
ただき、パフォーマンスショーやゲームなど、1 日中
楽しいイベントで大変盛り上がりました！もちろん
夜はみんなで盆踊り。最後は恒例の花火が打ち上げ
られ、会場を美しく彩りました。

9 月 1 日（火）、友好都市である大阪府高石市に「鈴
虫愛好会」（藤岡昌三会長）から、スズムシ 1 万匹が
贈られることになり、「カモンたかいし」で贈呈式が
行われました。

集まった市内の小学生・園児ら約 400 人は、スズ
ムシの入った飼育ケースに興味津々。鳴き声に耳を澄
ましていました。

スズムシの放虫は平成 23 年から、下水道普及推進
事業の一貫として行われています。

8 月 6 日（木）、野田地区で防犯講習会が行われま
した。

約 50 人が参加し、湯浅警察署の職員らによる防犯
や交通安全についての話などがありました。

常日ごろから防犯への意識を高めておきましょう。

キャンドルライトイルミネーション
in　あらぎ島　vol.9

Bon de ALEC

高石市へ秋を届ける小さな友好大使

防犯講習会
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ま ち の わ だ い

7 月 21 日㈫にきびドームで、まちづくりを
テーマにした有田川町主催「有田川という未来 
vol.1」という地方創生フォーラムが開かれまし
た。住民主導で自然と共存するまちづくりの成功
事例として、米・オレゴン州ポートランド市に着
目し、ポートランド市開発局の山崎満広さんとエ
イミー・ネギーさんにご講演いただきました。

８月 19 日（水）に金屋テニス公園で開催した「交流テニス大会」の
結果は次の通りです。（敬称略）
【個人戦　男子】	 優勝	 亀井　・　川口　組　（吉備中学校）
	 準優勝	 楠間　・　小澤　組　（金屋中学校）
	 ３位	 新田　・　髙垣　組　（石垣中学校）
	 ３位	 笠松　・　高垣　組　（白馬中学校）

【個人戦　女子】	 優勝	 上谷　・　池尻　組　（吉備中学校）
	 準優勝	 今井　・　殿村　組　（吉備中学校）
	 ３位	 齋藤　・　豊川　組　（吉備中学校）
	 ３位	 松井　・　小船　組　（吉備中学校）

地方創生フォーラム

第 10回有田川町交流テニス大会
～大会結果～

平成 27 年 10 月 5 日 マイナンバー制度スタート！

【マイナンバーの通知】11月中旬から世帯ごとに
～「通知カード」の受け取りをご確認ください～

マイナンバー（個人番号）とは、国民一人ひとりが持つ、12 桁の番号のことです。
原則として一度指定されたマイナンバーは生涯変わらず、平成 28 年１月から、社会保障・税・

災害対策の行政手続きで使用が始まります。

住民票の住所あて世帯ごとに、マイナン
バーを通知するための「通知カード」が、
11 月中旬から配達されます。書留郵便で
すので郵便受けに投函はされません。留守
などで受け取りできなかった場合は「郵便
物等ご不在連絡票」が郵便受けに入ります
ので、保管期限までに郵便局にご連絡の上、
受け取るようにしてください。

■問い合わせ／吉備庁舎総務課・住民課

【表面】

【裏面】
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健康みちしるべ

10
月
20
日
は

世
界
骨
粗
し
ょ
う
症
デ
ー
で
す

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

国
際
骨
粗
し
ょ
う
症
財
団
（
I
O
F
）

が
定
め
た
世
界
骨
粗
し
ょ
う
症
デ
ー
と
し

て
、世
界
90
カ
国
以
上
に
お
い
て
骨
粗
し
ょ

う
症
に
よ
る
骨
折
を
な
く
す
こ
と
を
目
標

に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

骨
の
働
き
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

私
た
ち
の
身
体
に
は
約
2
0
0
個
の

骨
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

・
頭
部
や
内
臓
を
支
え
る

・
脳
や
内
臓
を
保
護
す
る

・
赤
血
球
、
白
血
球
、
血
小
板
を
作
る

・
カ
ル
シ
ウ
ム
を
蓄
え
る

な
ど
、
骨
は
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て

骨
の
病
気
で
よ
く
耳
に
す
る
骨
粗
し
ょ

う
症
と
は
ど
う
い
っ
た
病
気
か
ご
存
じ
で

す
か
？

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
が
ス
カ
ス
カ
の

状
態
に
な
り
、
も
ろ
く
な
る
病
気
で
す
。

も
ろ
く
な
っ
た
骨
は
わ
ず
か
な
衝
撃
で

も
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

■ 
自
覚
症
状
が
乏
し
い
病
気
で
す

身
長
が
縮
む
、
背
中
が
丸
く
な
る
な
ど
の

症
状
が
一
般
的
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の

様
な
症
状
は
徐
々
に
起
こ
る
た
め
、
気
が
つ

い
た
時
に
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
が
進
行
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

■ 

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
た
め
に

加
齢
に
伴
い
、
骨
密
度
は
低
下
し
て
い

き
ま
す
。
特
に
女
性
は
、
閉
経
後
、
急
激

に
骨
密
度
が
低
下
し
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、

カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取
す
る
と
と
も
に
、
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
て
く
れ
る
栄
養

素
を
食
事
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
適
度
な
運
動
で
丈
夫
な
骨
を
作

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
食
事
に
気
を
つ
け
る
】

○
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品
を
食
べ
る

　

乳
製
品
・
大
豆
製
品
・
小
魚
・
緑
黄
色

野
菜
・
海
草
な
ど

○
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る
食
品
を

食
べ
る

　

ビ
タ
ミ
ン
D
を
多
く
含
む
食
品

　
　
（
鮭
・
サ
ン
マ
・
う
な
ぎ
な
ど
）

　

ビ
タ
ミ
ン
K
を
多
く
含
む
食
品

　
　
（
ほ
う
れ
ん
草
・
納
豆
な
ど
）

○
炭
酸
飲
料
の
飲
み
過
ぎ
、
お
菓
子
・
加

工
食
品
の
食
べ
過
ぎ
に
注
意

○
1
日
3
食
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
事

が
大
切

【
運
動
を
す
る
】

骨
は
身
体
を
動
か
し
刺
激
す
る
こ
と
で

強
く
な
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
沈
着
が
良
く

な
り
ま
す
。

無
理
せ
ず
、適
度
な
運
動
が
大
切
で
す
。

■ 

予
防
は
若
い
こ
ろ
か
ら

骨
粗
し
ょ
う
症
は
高
齢
者
の
病
気
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
予
防
す
る
た
め
に
は

若
い
う
ち
か
ら
の
対
策
が
重
要
で
す
。

思
春
期
に
な
る
と
偏
食
や
ダ
イ
エ
ッ
ト

で
栄
養
が
偏
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
若
い
こ
ろ
に
し
っ
か
り
骨
量

を
蓄
え
て
お
く
こ
と
で
、
骨
折
す
る
リ
ス

ク
を
低
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
若
い

こ
ろ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
と
運

動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■ 

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
日

本
語
で
は
「
運
動
器
症
候
群
」
と
言
い
ま

す
。（
通
称
：
ロ
コ
モ
）

骨
、
関
節
、
筋
肉
な
ど
の
運
動
器
の

障
害
が
原
因
で
歩
行
、
立
ち
座
り
な
ど

の
日
常
生
活
動
作
に
も
支
障
を
き
た
す

状
態
の
こ
と
で
、
転
倒
や
骨
折
の
リ
ス

ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
進
行
す

る
と
要
介
護
、
寝
た
き
り
に
な
る
リ
ス

ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

ロ
コ
モ
を
引
き
起
こ
す
骨
の
病
気
の
一

つ
に
骨
粗
し
ょ
う
症
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

■ 

骨
量
測
定
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

日
時
／
毎
月
第
1
水
曜
日　

9
時
～
11
時

場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

※
事
前
に
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

※
清
水
保
健
セ
ン
タ
ー
で
骨
量
測
定
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
清
水
行
政
局
住
民

福
祉
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

10 月 23日（金）清水保健センター
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

10 月 6日（火）清水保健センター
10 月 7日（水）金屋文化保健センター
11 月 4日（水）金屋文化保健センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

10 月 1日（木）19:30～20:30 ／粟生小学校体育館
　リズムウォーキング
10 月 8日（木）20:00～21:00 ／金屋農村センター
　リズムウォーキング
10 月 22日（木）14:00～15:00 ／清水会館
　リズムウォーキング
10 月 30日（金）14:00～15:00 ／金屋農村センター
　体質改善、らくらく体操
■持参品／上履き、飲み物、タオル
■参加費／無料

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成 27 年 8 月）

区　　分 国民健康保険

加入者数 9,032 人

支払額 3 億 5,965 万円

1 人当たりの医療費 39,819 円

26 年度 1 人当たりの医療費（月） 33,748 円

26 年度 1 人当たりの医療費（年） 404,980 円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

医療費は年々増えています。そのうち、自己負担額を除
いた分の約3割は国保税で、残りの国県町負担となる7
割も本を正せば私たちの税でまかなわれています。医療
保険制度を守り、税負担を少なく．．。私たちのちょっと
した心がけで、その上昇をとめることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう（重複・頻
回受診などは、なるべく避けましょう）

2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
	 （ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

受付時間

8:00～
8:30

実施時間

9:00～
11:00

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

10 月 1日（木）金屋文化保健センター
10 月 5日（月）清水保健センター
10 月 8日（木）金屋文化保健センター
10 月 15日（木）金屋文化保健センター
10 月 22日（木）金屋文化保健センター
11 月 5日（木）金屋文化保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診　　　［平成 27年 6月生まれ］
　10月 27日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター
10 カ月児健診　　［平成 26年 11月生まれ］
　10月 6日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター
1 歳 6カ月児健診　［平成 26年 2月生まれ］
　10月 21日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター
2 歳児健診　　　　［平成 25年 7月生まれ］
　10月 28日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター
3 歳 6カ月児健診　［平成 24年 3月生まれ］
　10月 14日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

10 月 5日（月）「親子体操」
11 月 2日（月）「絵本の読み聞かせ」
■場所／清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

10 月 27日（火）「お散歩」
■場所／清水保健センター

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00

実施時間

9:30～11:00
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ
脳トレを
してみよう

☎
３２－５１０２（吉備・金屋）
２５－１２６９（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と清
水の２カ所で高齢者のさまざまな相
談に応じています。
最寄りの事業所にご連絡ください。

ぴありんくる
■日時／10月19日（月）
　10：30～ 12：00ごろ
■場所／金屋文化保健センター

『ぴありんくる』は介護している家族さんと本人さんの集まりの場です。お気軽にご参加ください！

　早いもので季節も秋に移り変わり、“スポーツ
の秋”“食欲の秋”“読書の秋”などがありますが、
皆さまは何を思い浮かべますか？

　有田川町の高齢化率は 30.4％で、 65 歳以上の
方が約 3 人に 1 人となり、その中でも認知症有
病者率は 11.7％です。これは、あくまでも介護
保険申請者の中での割合です。認知症は予防す
ることができないと諦めていませんか？

　ちょっとした日常生活の工夫や、簡単な脳ト
レを定期的に行うだけで効果があります。認知
症を予防し、いきいきと毎日を過ごしましょう！

●有酸素運動をする
軽く汗をかく程度の運動（活動）を 20 分、
週 2 ～ 3 回程度で十分。
●会話をする

話をしたり、聞いたりする言葉のキャッチボー
ルが効果あり！
●新聞を声に出して読む

目で追うだけでなく、口や喉を使うことで脳
に刺激を与える。

●日記を書く
一行日記で十分。毎日継続して振り返る時間
を持つことが大切。

●料理をする
料理を作るには、普段無意識にしている「ど
んな材料や器具が必要か」「どんな手順で調理
するか」など見通しと計算が必要となるため、
効果的。

●社会参加をする
役割を持ったり、皆と一緒に取り組んだり、
行事や集まりの場に出掛けたりすることで、
適度な緊張感や充実感が生まれる。

●脳トレをする
スラスラ解ける簡単な計算問題・早口言葉・
囲碁・将棋など、頭を使うゲームは効果がある。

　参加者の皆さまが主体となり、メニューや役
割を決め、買い出し、調理、
昼食、片付けまでの一連の流
れを、和気あいあいと毎月行っ
ています。

日　時／ 10 月 28 日（水）10 時～ 13 時
場　所／金屋文化保健センター
　　　　栄養指導実習室
持ち物／エプロン、三角巾（料理帽）
費　用／材料費を人数で割ります
　　　　（200 円～ 300 円程度）

認知症を予防しよう

認知症は予防することが
できます

いきいき脳の健康教室
フォローアップ
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２︲
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

環
境
衛
生
課
ブ
ー
ス
に

お
越
し
く
だ
さ
い

10
月
18
日（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
「
ど

ん
ど
ん
ま
つ
り
」で
、環
境
衛
生
課
は
ブ
ー

ス
を
設
け
る
予
定
で
す
。
ど
ん
ど
ん
ま
つ

り
に
ご
来
場
の
際
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
生
ご
み
減
量
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

手
軽
に
行
え
る
生
ご
み
減
量
用
商
品
の

無
料
配
布
を
行
い
ま
す
。
生
ご
み
の
減
量

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
リ
ユ
ー
ス
子
ど
も
服
バ
ザ
ー

今
年
も
ご
み
減
量
の
一
環
と
し
て
、
リ

ユ
ー
ス
子
ど
も
服
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
普
段
、
燃
え
る
ご
み
も
し
く
は

資
源
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
も
の
を

リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
試
み
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。
各
保
育
所
の
保
護
者
の
方
に
お
願
い

し
て
、
着
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
ま
た
着
な

か
っ
た
子
ど
も
服
を
無
償
で
譲
っ
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
に
安
価
で

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

バ
ザ
ー
で
は
一
袋
1
0
0
円
程
度
で

販
売
、
残
っ
た
古
着
は
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、
売
上
金
は
保
育
所
の
絵
本
購
入

な
ど
の
資
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
今
回
集
め
ら
れ
た
子
ど
も
服
は
、
お
お

む
ね
6
歳
児
用
ま
で
の
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ご
み
は
必
ず
定
め
ら
れ
た
集
積

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い

最
近
、
ご
み
集
積
所
周
辺
へ
の
不
法

投
棄
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

が
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
や
排
出
禁

止
物
で
す
。

ご
み
集
積
所
の
付
近
で
あ
っ
て
も
ご
み

を
放
置
す
る
こ
と
は
不
法
投
棄
と
な
り
ま

す
の
で
厳
に
慎
ん
で
く
だ
さ
い
。

ご
み
は
正
し
く
分
別
し
、
定
め
ら
れ
た

集
積
所
へ
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
宅
の
井
戸
水
は
大
丈
夫
？

井
戸
水
検
査
を
受
け
付
け
ま
す

井
戸
水
の
水
質
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
吉
備
庁
舎
2
階
環
境
衛
生
課
ま
た
は

清
水
行
政
局
2
階
建
設
環
境
室
ま
で
印
鑑

と
検
査
費
用
を
ご
持
参
の
上
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
検
査
費
用

○
10
項
目
検
査
／
6
，4
8
0
円

○
6
項
目
検
査
／
4
，3
2
0
円

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
場
の

太
陽
光
発
電
の
発
電
状
況
報
告

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
場
に
設
置
し
て
い

る
太
陽
光
発
電
設
備
の
年
間
実
績
（
平
成

26
年
8
月
～
平
成
27
年
7
月
）
は
左
記
の

と
お
り
で
し
た
。

有
田
川
町
で
は
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電

設
備
補
助
制
度
」
や
「
太
陽
熱
利
用
設
備

補
助
制
度
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

プラスチック集積場の太陽光発電実績
（最大出力　11.5kW）

【平成 26 年 8 月〜平成 27 年 7 月】

年間予測発電量 13,368kWh

年間実績 13,877kWh

達成率 103.8％

CO2 削減量 7,244㎏

原油換算 3,570ℓ

売電額 530,307 円
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L
P
ガ
ス
を
使
用
し
、
熱
を
伴
う
炎
を

発
生
さ
せ
、
臨
場
感
の
あ
る
消
火
体
験
が

で
き
る
模
擬
消
火
訓
練
装
置
を
宝
く
じ
の

助
成
金
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
で

整
備
し
ま
し
た
。

実
際
に
炎
が
出
る
こ
と
で
、
炎
の
「
熱

さ
、
怖
さ
」「
正
し
い
消
火
器
の
使
い
方
」

を
体
験
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

各
事
業
所
や
地
区
の
集
ま
り
な
ど
で
消
火

器
の
正
し
い
使
い
方
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
５
２
‐
7
1
9
9
）
ま
で
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
一
般
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く
じ

の
収
益
を
財
源
と
し
て
行
う
社
会
貢
献

広
報
事
業
で
す
。
集
会
施
設
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
備
品
の
整
備
、
安
全
な
地
域
づ

く
り
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
、
活
力
あ
る

商
店
街
づ
く
り
や
地
域
の
国
際
化
の
推
進

お
よ
び
地
域
文
化
へ
の
支
援
な
ど
に
対
し

て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
に
消
火
器
を
備
え
て
い
て
も
、

使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
方
や
上
手
く
使
え

る
自
信
の
な
い
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
消
火
器
の
正
し
い

使
い
方
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

有
田
川
町
消
防
本
部
・
吉
備
金
屋
消
防

署
で
は
、
地
元
消
防
団
、
地
域
関
係
者
の

連
携
を
強
化
し
、
文
化
財
を
火
災
そ
の
他

の
災
害
か
ら
保
護
す
る
と
と
も
に
、
住

民
の
文
化
財
愛
護
思
想
の
普
及
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
7
月
26
日（
日
）
有

田
川
町
植
野
に
あ
る
重
要
文
化
財
「
長

楽
寺
」で
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
は
「
長
楽
寺
西
側
の
山
林
か

ら
出
火
」
の
想
定
で
開
始
さ
れ
、
山
林

お
よ
び
本
堂
へ
の
延
焼
を
阻
止
す
る
た

め
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽
か
ら
の
放

水
と
放
水
銃
や
水
幕
ホ
ー
ス
の
使
用
な

ど
、
実
践
さ
な
が
ら
の
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
近
く
の
檀
家
の
皆
さ

ま
も
初
期
消
火
訓
練
を
行
い
、
参
加
者

一
同
、
防
火
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
消
防
署
と
消
防
団
、
関
係

者
が
連
携
を
密
に
し
、
防
火
・
防
災
意

識
の
更
な
る
高
揚
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
8
件

救　
　

急
…
…
…
…
9
7
0
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
13
件

（
平
成
27
年
8
月
31
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「すべての寝室と階段（2階以上の階に寝室がある場合）に設置が義務付けられています。」

模
擬
消
火
訓
練
装
置
を

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
！

防
災
豆
知
識

消
火
器
の
使
い
方

消
防
団
・
消
防
署

合
同
訓
練
実
施

（
文
化
財
防
火
訓
練
）
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こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

夏休み中の活動！！

金屋地区小・中学校

久野原小学校

石垣中学校

小川小学校

金屋区河川掃除

久野原区ミニ盆踊り

子ども議会

ラジオ体操

子どもたちは、地域の方々と一緒に清掃活
動を行うことによって、環境についての意識
を高めることができました。普段あまり意識
をしていない場所に入ることで、違った形で
地域のことを知ることができました。

また、汗を流し、地域をきれいにすること
でボランティア意識の向上に繋がりました。

子どもたちが輪になり、清水まち音頭、炭
坑節、河内音頭に合わせて元気よく踊り始め
ると、地域の方々も続々と入り大きな輪がで
きました。地域の皆さまには準備から参加し
ていただき、恒例の盆踊りが盛大に行われ、
地域の絆を深めることができました。

独特の緊張感の中、子どもたちが議員と
なって行うこども議会が開催されました。
『よりよい町にするためにはどうすべき

か？』子どもたちの発想と視点で、質問や要
望を出しました。町長、教育長を始め、多く
の方々に直接町の考えを聞く大変貴重な体験
をすることができました。

和やかな雰囲気の中、一日の活動に向けて
約 15 分程度体をほぐしました。また、子ど
もからお年寄りまで幅広い世代が集まり、地
域のコミュニティの輪も広がりました。夏休
みに入りついつい不規則な生活になりがちで
すが、規則正しい生活を送るための取り組み
となりました。
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新 着 案 内 本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。

図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）
○ち い さ な 駅 美 術 館　☎ 52 ─ 2580（直）

問
い
合
わ
せ

一 般 書
　小　説　

『空棺の烏』	 阿部智里 // 著

『金魚姫』	 荻原浩 // 著

『スカラムーシュ・ムーン』	 海堂尊 // 著

『校長、お電話です！』	 佐川光晴 // 著

『匿名者のためのスピカ』	 島本理生 // 著

『痴者の食卓』	 西村賢太 // 著

『なりたい』	 畠中恵 // 著

『武士道ジェネレーション』	 誉田哲也 // 著

　くらし　

『秘島図鑑』	 清水浩史 // 著

『布で作ろう、皮で作ろうわたしのお財布』
	 越膳夕香 // 著

『秘伝のたれ』	 行正り香 // 著

『好印象を与えるママ＆パパの子連れマナー』
	 岩下宣子 // 著

『60 歳からの「ひとり暮らし」実例とアイデア集』
	 ゆうゆう編集部 // 編

　健　康　

『検診の上手な活用法』	 高谷典秀 // 著

『ひとまずがんの治療を終えたあなたへ』	
フランシス・グッドハート　ルーシー・アトキンス //著

児 童 書
『すしのひみつ』	 日比野光敏 // 著

『ことらちゃんの冒険』
	 深沢紅子 // 画　石井桃子 // お話

『月夜に見参！』	 斉藤洋 // 作

『おばあさんのしんぶん』	松本春野 // 文・絵

10 月の移動図書館
1（木）石垣小学校	 13:00～ 13:20

2（金）こころの医療センター	14:30～ 15:00

6（火）城山西小学校	 13:00～ 13:25

7（水）安諦小学校	 13:00～ 13:30

　　　　久野原小学校	 14:15～ 14:30

9（金）八幡小学校	 13:00～ 13:45

13（火）鳥屋城小学校	 12:50～ 13:20

14（水）田殿小学校	 13:00～ 13:30

16（金）こころの医療センター	14:30～ 15:00

　　　　西ケ峯小学校	 15:40～ 16:00

19（月）石垣小学校	 13:00～ 13:20

20（火）城山西小学校	 13:00～ 13:25

10 月のイベント
おはなしマラソン
10日（土）　金屋図書館　10:00～ 10:30

ブックラザ
（親子創作造形遊び）：2～4歳の親子対象
22日（木）　金屋図書館　10:00～ 11:00
プログラム／みんなでおうちをつくろう

ブックラザ特別編
31日（土）　金屋図書館　13:30～
プログラム／とびだすおもちゃをつくろう !!
※申し込みが必要

おひざでだっこのおはなし会
（わらべうた教室）：0～2歳児対象
13日（火）　金屋図書館　10:00～ 11:00
プログラム／「秋のひととき（ミツロウクレヨン）」

JR 藤並駅2階　ちいさな駅美術館

～ Ponte　del　Sogno ～

宮本えつよし
原画展

10月1日（木）～31日（土）
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8
月
9
日（
日
）、
プ
ロ
フ
ィ
ギ
ア
ス

ケ
ー
タ
ー
鈴
木
明
子
氏「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、

す
こ
し
ず
つ
」
講
演
会
ア
ン
ケ
ー
ト
に
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

◎
60
代　

女
性

生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
ど
う
考
え

取
り
組
ん
で
き
た
か
と
い
う
具
体
的
な
お

話
で
し
た
。
な
か
な
か
語
ら
な
い
内
容
な

の
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
共
感

す
る
と
こ
ろ
、
新
し
い
見
方
、
い
ろ
い
ろ

教
え
て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
で
す
。

◎
50
代　

女
性

「
心
に
す
き
間
を
！
」「
楽
し
む
こ
と
」

「
一
歩
一
歩
前
へ
」
い
い
お
話
で
し
た
。

パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

◎
10
代　

女
性

一
回
病
気
に
な
っ
た
の
に
病
気
を
治
し

て
6
歳
か
ら
始
め
た
フ
ィ
ギ
ィ
ア
ス
ケ
ー

ト
を
も
う
一
度
し
て
復
帰
で
き
た
の
は
、

ま
わ
り
の
人
と
、
一
番
は
、
明
子
さ
ん
の

も
う
一
度
フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
を
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
で
き
た
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
に
も
夢
が
あ
っ
て

明
子
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。

◎
30
代　

女
性

鈴
木
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
「
人
よ
り
倍

や
れ
ば
絶
対
で
き
る
」
と
い
う
肯
定
し
た

前
向
き
な
声
か
け
の
言
葉
は
、
子
ど
も
に

と
っ
て
は
、
さ
ら
な
る
や
る
気
に
つ
な
が

る
の
で
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

や
り
た
い
こ
と
を
望
む
よ
う
に
や
ら
せ

て
あ
げ
る
こ
と
が
、楽
し
さ
に
つ
な
が
り
、

人
生
に
大
き

く
影
響
す
る

と
感
じ
ま
し

た
。
そ
れ
と

鈴
木
さ
ん
の

物
の
と
ら
え

方
が
す
ば
ら

し
い
と
思
い

ま
し
た
。

県
外
研
修
に
参
加
し
て

理
事　

西　

井　

弘　

子

立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
み
て
・
か
ん
じ
て
・
か
ん
が
え
て
・
そ

の
一
歩
を
ふ
み
だ
そ
う
）
の
研
修
に
行
っ

た
。見

学
コ
ー
ス
は
、
地
階
・
平
和
を
み
つ

め
て
。
一
階
・
平
和
を
し
ら
べ
る
。
二
階
・

平
和
を
も
と
め
て
へ
と
進
ん
で
い
く
。「
音

声
ガ
イ
ド
」
も
備
え
て
あ
る
。

戦
争
の
実
態
を
通
し
て
、
平
和
な
世
界

の
た
め
に
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
。
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。特

別
企
画
展
示
（
無
言
館　

い
の
ち
の

ア
ト
リ
エ
、
被
爆
画
学
生
の
絵
展
）
で

は
、
戦
争
が
激
化
す
る
中
そ
れ
で
も
芸
術

へ
の
ひ
た
む
き
な
情
熱
を
失
わ
な
か
っ
た

画
学
生
の
作
品
を
み
た
。
故
郷
の
山
河
や

ご
く
身
近
か
な
愛
す
る
人
々
が
描
か
れ
て

い
る
。
そ
の
鮮
か
な
故
郷
の
色
、
人
を
愛

す
る
心
の
色
は
、
か
け
が
え
の
な
い
か
れ

ら
の
生
命
の
証
と
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
。

一
階
ラ
ウ
ン
ジ
の
東
西
の
壁
面
に
、
手

塚
治
虫
氏
の
陶
板
「
火
の
鳥
」
が
飾
ら
れ

て
い
る
。
銀
の
も
の
は
過
去
を
、
金
は
未

来
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
う
。「
ム
ッ

ち
ゃ
ん
の
平
和
像
」（
結
核
症
の
少
女
が

防
空
濠
に
隔
離
さ
れ
忘
れ
ら
れ
亡
く
な
っ

た
）
も
あ
る
。

そ
の
場
に
静
か
に
身
を
置
い
た
。
そ
し

て
我
々
は「
二
度
と
戦
争
は
起
こ
さ
な
い
」

と
い
う
誓
い
を
日
本
国
憲
法
前
文
お
よ
び

憲
法
9
条
を
通
し
て
確
か
な
も
の
と
し
て

い
く
努
力
が
必
要
だ
と
痛
感
し
た
。

平
和
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

創
造
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
国
民
一
人

一
人
が
大
事
に
さ
れ
る
世
の
中
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
改
め
て

思
っ
た
。

お
知
ら
せ

◎
10
月
16
日（
金
）、
人
権
特
設
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

　

場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

　

時
間
／
13
時
～
16
時

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
だ
よ
り
　
118

人
権
講
演
会
　
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７
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まちのデータ
（平成 27 年 8 月 31 日現在）

人口 27,314 人

男 12,837 人

女 14,477 人

10,407 世帯

交通事故発生件数
（8月中、物損含む）

有田川町 78 件
死者 0 人　負傷 3 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52− 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52−4730

環 境 セ ン タ ー 52−5384
プラスチック収集場 52− 7855
休 日 急 患 診 療 所 52−4882
有 田 聖 苑 52−3055
子育て支援センター {52− 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52− 8744

相 

談

◆
◆
◆

10
月
の
行
政
相
談

●
10
月
8
日（
木
）

・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

13
時
～
16
時

●
10
月
22
日（
木
）

・
五
郷
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

9
時
～
11
時
30
分

・
清
水
会
館
和
室
（
合
同
相
談
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務
課
・
清

水
行
政
局
総
務
政
策
室

一
斉
法
律
相
談

身
の
回
り
の
法
律
に
関
す
る
こ
と
で
、

弁
護
士
が
無
料
・
秘
密
厳
守
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。
な
お
、
相
談
は
予
約
制
で

す
（
先
着
6
人
）。

●
日
時
／
10
月
14
日（
水
）
13
時
～
16
時

　

※
相
談
時
間
は
1
人
に
つ
き
30
分

●
場
所
／
き
び
ド
ー
ム
視
聴
覚
室

●
予
約
受
付
期
間
／
10
月
1
日（
木
）
～

10
月
9
日（
金
）（
土
・
日
は
除
く
）

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務

課

福 

祉

◆
◆
◆

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

有
田
川
町
で
は
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

●
接
種
期
間
／
平
成
27
年
10
月
1
日（
木
）

～
平
成
28
年
1
月
31
日（
日
）

●
対
象
者

①
有
田
川
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

②
有
田
川
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
の

う
ち
、
心
臓
、
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の

機
能
に
、
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活

動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害

を
有
す
る
方
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機
能
に
日
常
生
活

が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を

有
す
る
方

●
接
種
費
用
／
1
，3
0
0
円

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
、
接
種

前
に
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課
ま
た
は
清

水
行
政
局
住
民
福
祉
室
で
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
無
料
に
な
り
ま
す

（
印
鑑
必
要
）。

●
接
種
方
法
／
有
田
郡
市
内
の
医
療
機
関

で
接
種
さ
れ
る
場
合
は
、
医
療
機
関
へ

直
接
予
約
し
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

有
田
郡
市
外
で
接
種
さ
れ
る
場
合
は
、

金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課
ま
た
は
、
清
水

行
政
局
住
民
福
祉
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
接
種
回
数
は
1
回
で
す
（
医
師
の
指
示

に
よ
り
2
回
接
種
す
る
場
合
、
2
回
目

は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進

課
・
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

一
定
以
上
の
障
害
（
※
）
の
あ
る
65
歳

以
上
74
歳
以
下
の
方
は
申
請
に
よ
り
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
担
当
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
一
定
以
上
の
障
害
と
は
左
記
の
内
容
と

な
り
ま
す
。

①
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
1

級
お
よ
び
2
級

②
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
・
2
級
・
3
級

お
よ
び
4
級
の
次
の
障
害

・
音
声
、
言
語
、
そ
し
ゃ
く
機
能
障
害

・
両
下
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く

・
下
肢
の
下
腿
2
分
の
1
以
上
欠
く

・
下
肢
の
機
能
の
著
し
い
障
害

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
お
よ

び
2
級

④
療
育
手
帳
A
1
お
よ
び
A
2

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
住
民

課
・
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清

水
行
政
局
住
民
福
祉
室

有
田
川
町
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

福
祉
手
当

有
田
川
町
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
福

祉
手
当
は
、
本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
お
り
、
在
宅
で
身
体
・
知
的
・

精
神
の
い
ず
れ
か
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

方
に
対
し
、
福
祉
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
て
で
す
。

※「
在
宅
」
と
は
自
宅
で
生
活
さ
れ
て
い

る
方
、
ま
た
は
平
成
27
年
10
月
1
日
に

お
い
て
施
設
入
所
、
病
院
ま
た
は
診
療

所
に
継
続
し
て
3
カ
月
を
超
え
て
入
院

し
て
い
な
い
方
を
言
い
ま
す
。

●
支
給
要
件（
平
成
27
年
10
月
1
日
現
在
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お

り
障
害
程
度
が
1
級
ま
た
は
2
級
で
、

そ
の
手
帳
を
本
町
で
管
理
し
て
い
る
方

・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お
り
障
害

程
度
が
A
で
、
そ
の
手
帳
を
本
町
で

管
理
し
て
い
る
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
お
り
障
害
程
度
が
1
級
で
、
そ

の
手
帳
を
本
町
で
管
理
し
て
い
る
方

●
手
当
額
／
年
額
1
万
円

※
受
給
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
に
対

し
、
10
月
下
旬
に
手
続
き
に
つ
い
て
通

知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

障
害
者
差
別
解
消
法

こ
の
法
律
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
で
、
障
害
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
、
分
け
へ
だ
て
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
お
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
合
い
な
が
ら
共
に
生
き
る
社
会
を
つ

く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
正
式
に

は
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
と
い
い
、
次
の
よ

う
に
定
め
て
い
ま
す
。

①
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止

障
害
を
理
由
と
し
て
、
正
当
な
理
由
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、

制
限
し
た
り
、
条
件
を
付
け
た
り
す
る
こ

と
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
以

下
の
よ
う
な
こ
と
が
該
当
し
ま
す
。

・
障
害
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
施
設
の

利
用
や
習
い
事
の
入
会
を
断
る
こ
と
。

・
障
害
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
の
乗
車
を
断
る
こ
と
。

・
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
理
由

で
、
飲
食
店
の
入
店
を
断
る
こ
と
。

②
合
理
的
配
慮
の
提
供

障
害
の
あ
る
方
か
ら
何
ら
か
の
配
慮
を

求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
負
担
に
な
り
過

ぎ
な
い
範
囲
で
、
社
会
的
障
壁
を
取
り
除

く
た
め
に
必
要
で
合
理
的
な
配
慮
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

・
筆
談
、
文
章
の
読
み
上
げ
、
ゆ
っ
く
り

と
丁
寧
な
説
明
な
ど
、
障
害
の
特
性
に

応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

を
工
夫
し
て
、
情
報
を
う
ま
く
提
供
で

き
る
よ
う
な
配
慮
を
す
る
こ
と
。

・
案
内
表
示
の
文
字
を
大
き
く
す
る
と
と

も
に
、
弱
視
の
方
や
色
覚
障
害
者
の
方

に
も
配
慮
し
た
色
の
組
み
合
わ
せ
に
す

る
こ
と
。

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
役
所
や
会

社
・
お
店
な
ど
が
、障
害
の
あ
る
人
に
「
合

理
的
配
慮
を
し
な
い
」
こ
と
も
差
別
と
な

り
ま
す
。
こ
の
法
律
は
平
成
28
年
4
月
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

●
関
連
情
報
（
内
閣
府
「
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
」）
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■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課
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子
育
て

◆
◆
◆

保
育
所
へ
の
入
所
を

希
望
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

●
平
成
28
年
度
保
育
所
入
所
申
込
書
の
配

布
お
よ
び
受
け
付
け

有
田
川
町
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
平
成

28
年
4
月
か
ら
、
町
内
保
育
所
お
よ
び
有

田
川
町
内
以
外
の
認
可
保
育
所
な
ど
へ
の

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込
み
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
入
所
資
格

保
護
者
が
働
い
て
い
る
も
し
く
は
病
気

の
状
態
で
あ
る
な
ど
、
家
庭
に
お
い
て
十

分
に
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
子
さ

ま
が
対
象
で
す
。

有
田
川
町
内
に
住
民
票
が
な
い
方
は
、
お
住

ま
い
の
市
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
書
配
布

・
期
間
／
10
月
13
日（
火
）～
11
月
6
日（
金
）

・
場
所
／
上
記
一
覧
表
の
各
保
育
所
・
田

殿
保
育
所
・
御
霊
保
育
所
・
き
び
中
央

保
育
所
・
吉
備
庁
舎
・
金
屋
庁
舎
・
清

水
行
政
局

○
申
込
書
受
け
付
け

・
期
間
／
11
月
9
日（
月
）
～
13
日（
金
）

・
時
間
／
各
保
育
所
開
所
時
間
内

　
　
　
　

金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課

8
時
30
分
〜
20
時

・
場
所
／
上
記
一
覧
表
の
各
保
育
所
・
田

殿
保
育
所
・
御
霊
保
育
所
・
き
び
中
央

保
育
所
・
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課

●
対
象
と
な
る
児
童
の
生
年
月
日

●
注
意

○
入
所
の
申
込
書
は
、
必
ず
入
所
予
定
児

童
1
人
ご
と
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
現
在
、
保
育
所
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方

で
、
来
年
度
も
継
続
し
て
入
所
を
希
望

さ
れ
る
場
合
も
、
入
所
申
込
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

○
平
成
27
年
10
月
1
日
以
降
に
出
産
さ
れ

る
方
で
、
平
成
28
年
度
の
途
中
で
仕
事
に

復
帰
す
る
な
ど
、
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

は
入
所
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
所
希
望
者
が
多
数
の
場
合
、
家
庭
状

況
な
ど
に
つ
い
て
保
護
者
に
面
接
を
し

て
入
所
判
定
を
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
（
配
布
・
受
け
付
け
）
日
程

で
、
ど
う
し
て
も
都
合
の
つ
か
な
い
場

合
は
、
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育

課

●
保
育
所
一
覧
表

※
金
屋
第
一
保
育
所
・
清
水
保
育
所
に

つ
い
て
は
、
離
乳
食
の
対
応
が
で
き

ま
せ
ん
。

※
き
び
森
の
保
育
所
は
平
成
28
年
４
月

開
所
と
な
り
ま
す
。

5 歳児 平成 22 年 4 月 2 日～
平成 23 年 4 月 1 日

4 歳児 平成 23 年 4 月 2 日～
平成 24 年 4 月 1 日

3 歳児 平成 24 年 4 月 2 日～
平成 25 年 4 月 1 日

2 歳児 平成 25 年 4 月 2 日～
平成 26 年 4 月 1 日

1 歳児 平成 26 年 4 月 2 日～
平成 27 年 4 月 1 日

0 歳児 平成 27 年 4 月 2 日～

乳幼児を子育て中の皆さまへ
子育て支援センターだより

開　　設　　日
子育て

悩み事相談
月曜日

（要予約） ◇ 9:30 ～ 11:30
◇13:30 ～ 16:30ほっとルーム＆

子育て相談
火曜日　
〜木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00 です。

園庭開放
（藤並保育所）

◆時間…第２木曜日 10:00 ～ 11:00
（9 月・10 月はお休み）

「たまてばこ」さ
んの絵本の
読み聞かせ

0 〜 1歳半 奇数月の第 1 金曜日
（午前中のみ）

1歳半〜就学前 偶数月の第 2 金曜日
（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半〜
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日 9:30 ～ 11:00

ベビー
マッサージ

講習
（無料）

母と子の健康づくり運動協議会有田支部が実
施してくれるベビーマッサージのお誘いです。
◆講師…ロイヤルセラピスト協会認定講師
　　　　向山智恵先生
◆日時…11 月 16 日（月）10:00～11:30
◆場所…子育て支援センター
◆対象…生後 2 カ月ごろから 1 歳ごろまでの赤ちゃんとママ
◆定員…20 人（要申し込み）
※子育て支援センターへ申し込んでください。

■場所／子育て支援センター（藤並保育所2階）
☎ 090－7966－1697　52－5474［FAX 兼用］

保育所名 運営 対象児童の年齢 開所時間 所在地 電話番号

① 藤並保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00～19:00 土生 42－1 52－5369

② きび森の保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00～19:00 庄 814－1 未定

③ コスモス保育園 私立 ６カ月児～４歳児 7:00～19:00 徳田1080－3 52－3011

④ 金屋第一保育所 公立 １歳児～５歳児 7:30～19:00 中井原 171 32－3784

⑤ 金屋第二保育所 公立 ６カ月児～５歳児 8:00～17:30 小川 811－1 32－5055

⑥ 金屋第三保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00～19:00 吉原 805－1 32－2682

⑦ 清水保育所 公立 １歳児～５歳児 8:00～17:30 清水 1675 25－0074
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国
民
年
金

◆
◆
◆

「
5
年
の
後
納
制
度
」
開
始

過
去
5
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
将
来
の
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
「
後
納
制

度
」
が
、
平
成
27
年
10
月
1
日
か
ら
3
年

間
限
り
の
特
例
と
し
て
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度
を
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
「
年
金

保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」（
0
5
7
0

‐
0
1
1
‐
0
5
0
）
ま
た
は
お
近
く

の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
住
民
課

募 

集

◆
◆
◆

町
内
小
中
学
校
に
お
け
る

学
校
支
援
員
の
募
集

●
業
務
内
容
／
学
習
指
導
・
特
別
支
援
教

育
の
補
助
な
ど

●
資
格
・
年
齢
／
問
い
ま
せ
ん
。

※
教
員
免
許
所
有
の
方
は
優
遇
い
た
し
ま

す
。

●
受
け
付
け

・
受
付
日
時
／
随
時

・
受
付
場
所
／
有
田
川
町
役
場
金
屋
庁
舎 

教
育
委
員
会 

こ
ど
も
教
育
課

・
受
付
時
間
／
8
時
30
分
～
17
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

●
応
募
方
法
／
履
歴
書
（
1
部
）
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

●
採
用
時
期
／
欠
員
や
必
要
が
生
じ
た
と

き
、随
時
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
勤
務
時
間
／
相
談
の
上
、
決
定
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
勤
務
先
／
有
田
川
町
内
の
小
・
中
学
校

●
待
遇
／
時
給
８
０
０
円
～
（
交
通
費
別

途
支
給
）

●
そ
の
他
／
待
遇
や
条
件
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
例
：
短
時

間
勤
務
、
週
3
日
勤
務
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎　

教
育
委
員
会　

こ
ど
も
教
育
課

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
の
受

け
付
け
を
11
月
1
日（
日
）
か
ら
開
始
し

ま
す
。

●
高
等
工
科
学
校
と
は

将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、
高
機
能

化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
・

運
用
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
お
い

て
も
自
信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官

と
な
る
者
を
養
成
す
る
た
め
に
、
男
子
中

卒
（
見
込
み
含
む
）
17
歳
未
満
の
者
を
対

象
に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

●
待
遇
な
ど

身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員
（
生
徒
）

で
、
自
衛
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
当

て
は
、
生
徒
手
当
と
し
て
月
額
９
万
６
，

０
０
０
円
と
期
末
手
当
が
年
2
回（
6
月
、

12
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
衣
食
住
は
全
員

が
駐
屯
地
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
で
生

活
し
、
宿
舎
・
食
事
・
被
服
類
は
、
無
料

お
よ
び
支
給
、
貸
与
さ
れ
ま
す
。

●
卒
業
資
格
な
ど

卒
業
時
に
高
校
卒
業
資
格
を
取
得
し
、

陸
曹
候
補
生
た
る
自
衛
官
（
陸
士
長
）
に

任
官
し
ま
す
。
試
験
に
合
格
し
た
一
部
の

生
徒
は
防
衛
大
学
校
学
生
、
航
空
学
生

（
海
・
空
）
な
ど
の
道
へ
進
み
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

有
田
募
集
案
内
所

〒
6
4
9
‐
0
3
1
6

和
歌
山
県
有
田
市
宮
崎
町
1
0
6
‐
2

☎
0
7
3
7
‐
８
２
‐
6
6
3
1

E
‐M

A
IL

／

recruit1-wakayam
a@

pco.m
od.go.jp
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案 

内

◆
◆
◆

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
　
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
　
労
働
者
も

本
年
10
月
2
日
か
ら
和
歌
山
県
最
低
賃

金
は
、
時
間
額
7
3
1
円
と
な
り
ま
す
。

仮
に
最
低
賃
金
額
よ
り
低
い
賃
金
を
労

使
合
意
で
定
め
て
も
、
法
律
に
よ
り
無
効

と
さ
れ
、
最
低
賃
金
額
と
同
額
の
定
め
を

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

■
詳
細
・
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
労
働
局
賃
金
室

　

☎
0
7
3
‐
4
8
8
‐
1
1
5
2

『
全
国
道
路
・
街
路
交
通

情
勢
調
査
の
お
知
ら
せ
』

～
自
動
車
の
利
用
実
態
に
関
す
る
調
査
～

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
、
政
令

指
定
市
お
よ
び
高
速
道
路
会
社
と
連
携
し

て
、
平
成
27
年
9
月
～
11
月
に
か
け
て
、

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

交
通
情
勢
調
査
は
、
昭
和
3
年
か
ら
お

お
む
ね
5
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
全
国

的
な
規
模
の
調
査
で
す
。
道
路
と
道
路
交

通
の
実
態
を
把
握
し
、道
路
の
計
画・建
設・

管
理
な
ど
に
つ
い
て
基
礎
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
道
路
の
状
況
調
査
や
自

動
車
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
、
自
動
車
の
利
用
実

態
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
自
動
車

を
お
持
ち
の
方
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出

さ
れ
た
ご
家
庭
に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す

の
で
、調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省　

近
畿
地
方
整
備
局

和
歌
山
河
川
国
道
事
務
所　

調
査
第
二
課

☎
0
7
3
‐
4
2
4
‐
2
4
7
1

屋
外
広
告
物
の

許
可
申
請
に
つ
い
て
の
ご
案
内

屋
外
広
告
物
は
、
身
近
な
情
報
手
段
と

し
て
広
く
親
し
ま
れ
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
街
の
に
ぎ
わ
い
を
演
出
す
る
た
め
に

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

屋
外
広
告
物
が
無
秩
序
に
氾
ら
ん
す
る
と

街
の
景
観
や
風
致
が
損
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
和
歌
山
県
で
は
良
好
な
景

観
の
形
成
、
ま
た
は
、
風
致
の
維
持
お
よ

び
公
衆
に
対
す
る
危
害
の
防
止
を
目
的
と

し
て
、
屋
外
広
告
物
が
適
正
に
提
出
さ
れ

る
よ
う
条
例
に
よ
り
ル
ー
ル
を
定
め
て
お

り
、
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
際
は
町
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

和
歌
山
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
詳
細
に

つ
い
て
は
和
歌
山
県　

県
土
整
備
部　

都

市
政
策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（http://w
w

w
.pref.w

akayam
a.lg.jp/

prefg/080900/index.htm
l

）

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
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ス
ト
ッ
プ
！
特
殊
詐
欺
！

特
殊
詐
欺
と
は
、「
振
り
込
め
詐
欺
」

を
は
じ
め
と
し
た
詐
欺
の
総
称
で
す
。

こ
の
度
、
有
田
地
区
地
域
安
全
協
議
会

が
、
湯
浅
警
察
署
、
有
田
川
町
内
各
郵

便
局
、
賛
同
企
業
（（
株
）
ア
イ
ジ
ュ
エ

リ
ー　

イ
ワ
モ
ト
・
有
田
川
町
商
工
会
・

ロ
ー
ソ
ン
有
田
イ
ン
タ
ー
店
・
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
有
田
イ
ン
タ
ー
店
・（
有
）
誠
和

運
送
・
ボ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
プ
森
川　

森
川

靖
規
・
パ
ー
ラ
ー
フ
ジ
吉
備
店
・（
有
）

ア
リ
ダ
工
機
・（
株
）
河
田
有
紀
地
質
基

礎
・（
株
）
林
造
園
石
材
・（
株
）
オ
レ
ン

ジ
ロ
ー
ド
Y
Y
・
和
歌
山
ダ
イ
ハ
ツ
販

売
株
式
会
社
有
田
店
・
西
青
木
屋
商
店
・

K
L
O
P
F
・（
株
）
丸
庄
組
・（
中
井
天

満
堂
・
玉
谷
・
か
わ
む
ら
・
焼
肉
「
森

谷
」・
有
田
鉄
道
（
株
）・
た
ま
ご
牧
場
ま

き
ば　

山
田
順
二
・
朝
日
新
聞
有
田
中
央

店
・（
株
）
星
富
商
会
・
平
和
産
業
（
株
）・

瀧
谷
塗
装　

瀧
谷
直
弥
・（
有
）
カ
ネ
イ

ワ
醤
油
本
店
・
総
合
建
築
業
マ
ト
バ
商
店
・

（
株
）ガ
ト
ウ
ク
レ
ー
ン
・（
有
）安
信
交
通
・

さ
り
げ
な
く
花
・
宮
地
鉄
工
・
平
山
こ
ど

も
ク
リ
ニ
ッ
ク
・（
株
）
セ
キ
ネ
・
久
保

モ
ー
タ
ー
ス　

代
表　

久
保
雅
哉
・
フ
ラ

ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
「
都
」・
馬
場
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
谷
口
組　

代
表　

谷
口
具
孝
・
旅
館　

清
心
館　

永
尾
貴
栄
・
織
本
モ
ー
タ
ー
ス　

織
本
幸
四
郎
・
上
西
歯
科
医
院　

上
西
恭
・

し
み
ず
薬
局　

薬
剤
師　

伊
澤
栄
寿
・
清

水
ヰ
セ
キ
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
今

北
組
・
二
澤
商
店　

二
澤
宜
夫（
敬
称
略
））

と
の
協
力
に
よ
り
、
郵
便
は
が
き
で
の
啓

発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
被
害
金
額

が
拡
大
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
詐
欺
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
湯
浅
郵
便
局

☎
６
２
‐
２
０
５
０

税 

金

◆
◆
◆

改
正
法
人
税
法
等
説
明
会

平
成
27
年
度
の
法
人
税
法
改
正
事
項
な

ど
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時
／
10
月
19
日（
月
）
13
時
30
分
～

15
時
30
分

●
場
所
／
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
3

階
大
会
議
室
（
有
田
市
箕
島
27
番
地
）

■
問
い
合
わ
せ

湯
浅
税
務
署

☎
６
３
‐
５
３
５
１

公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税
協
会

水 

道

◆
◆
◆

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

10
月
の
水
道
料
金
の
お
支
払
期
限
は
23

日（
金
）で
す
。口
座
振
替
の
お
客
さ
ま
は
、

預
金
残
高
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

献 

血

◆
◆
◆

10
月
の
献
血

●
10
月
30
日（
金
）

・
県
立
有
田
中
央
高
校

　
　
　
　
　

10
時
～
11
時
15
分

・
有
田
川
町
役
場
金
屋
庁
舎

　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

有田川町に

お住いの皆さまへ

ご注意下さい！

もしくは 湯浅警察署（０７３７－６４－０１１０）

＃９１１０ 又は （０７３７－６４－０１１０）

警察相談電話 または 下記警察署まで連
絡してください。

騙
さ
れ
な
い
で
ね

有田地区地域安全協議会・湯浅警察署

特
定
期
間
引
受

配
達
地
域
指
定
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保
田
組
（
粟
生
を
除
く

旧
清
水
町
）
の
一
九
か

寺
と
人
々
が
資
金
を
調

達
し
、
高
野
山
の
絵
仏

師
で
あ
っ
た
西
岡
兵
右

衛
門
（
へ
い
え
も
ん
）

に
描
か
せ
た
も
の
で
す
。

阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
、
二
川
地
区
の
村
堂
で
あ
っ
た
阿
弥
陀

堂
の
本
尊
で
、
平
安
時
代
後
期
の
作
で
す
。
寄
木
造
り
で
、
金

箔
を
施
し
て
い
ま
す
。
丸
々
と
し
た
円
満
な
表
情
や
上
品
な
姿

は
、
今
か
ら
お
よ
そ
八
五
〇
年
前
に
都
で
流
行
し
た
形
で
あ
り
、

都
の
仏
師
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
が
当
地
へ
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
指
先
ま
で
当
初
の
部
材
が
残
る

な
ど
、
保
存
状
態
も
極
め
て
良
く
、
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

こ
の
特
別
展
は
、
わ
が
町
の
歴
史
を
知
る
上
で
も
興
味
深
い

内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
と
も
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

現
在
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
で
、
秋
の
特
別
展
「
弘
法
大
師
と

高
野
参
詣
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
（
～
11
月
1
日
）。
こ
の
特

別
展
は
、
高
野
山
開
創
一
二
〇
〇
年
を
記
念
し
、
高
野
山
に
関
わ

る
数
多
く
の
文
化
財
の
展
示
を
通
し
て
、
改
め
て
高
野
山
の
歴
史

や
そ
の
魅
力
を
紹
介
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

展
示
品
の
中
に
は
、
も
と
は
高
野
山
に
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在

は
県
外
に
移
動
し
て
い
る
高
野
山
ゆ
か
り
の
文
化
財
が
里
帰
り
展

示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
弘
法
大
師
像
が
展
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
高
野
参
詣
道
沿
い
の
文
化
財
を
紹
介
す
る
展
示
の
後
半

部
分
で
は
、
有
田
川
町
二
川
の
安
楽
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
弘
法

大
師
像
や
阿
弥
陀
如
来
坐
像
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
楽
寺
の
弘
法
大
師
像
は
、
向
か
っ
て
左
前
方
を
向
き
、
右
手

に
は
密
教
で
使
用
さ
れ
る
五
鈷
杵
（
ご
こ
し
ょ
）
と
い
う
道
具
と

左
手
に
は
数
珠
を
持
ち
、足
元
に
は
靴
と
水
を
入
れ
る
浄
瓶（
じ
ょ

う
へ
い
）
と
い
う
容
器
を
配
置
し
た
典
型
的
な
図
柄
で
す
。
弘
法

大
師
九
五
〇
年
回
忌
に
あ
た
る
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
、
山

特
別
展

　

弘
法
大
師
と
高
野
参
詣
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
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